
農 業 担 い 手 育 成 に つ い て 農 産 物 資 材 購 入 補 助 金 につ い て

大 城  保  議 員

今 後 除 草 剤 に つ い て は 補 助 対 象 外に な る と 。  そ の 話 が 出 た 経 緯 と 、今 後 の 除 草 剤 の 取 扱 い に つ い て伺 う 。農 地 の あ っ せ ん 、  利 用 権 等 、  研 修生 の 今 後 の サ ポ ー ト 体 制 は ど のよ う に 取 り 組 ん で い く の か 伺 う 。

環 境 整 備 事 業 に つ い て
環 境 整 備 事 業 補 助 金 規 程 、  昭

和

 

５ ２

年 交 付 か

ら

 

４ ８年 経 過 し て い ま す 。

当 時 の 自 主 財 源

が

 

３ ８・  ２ ％ 、  現 在

７ ５％ の 自 主 財 源 が あ る 環 境 整 備
事 業 の ３ 割 負 担 、  見 直 し で き な いか 伺 う 。

行 政 区 運 営 補 助 金 に つ い て
軍 用 地 の あ る 行 政 区 と 軍 用 地 のな い 行 政 区  （ 谷 茶 、  冨 着 、  前 兼 久 、仲 泊 ）  と の 運 営 上 の 格 差 に つ い て 、軍 用 地 料 が 一 番 多 い 行 政 区 で

は

こ
の

 

１ ５年 で 、  ２ 千 万 円 の 増 額 。  一 方 、

仲 泊 区 は 交 付 金 が ２ 千 １ 百 万 円 、こ
の

 

１ ５年 で ２ 百 万 円 の 増 、  年 度 を

農 林 水 産 課 長

 （ 平 安 名

 盛 常 ）

　 補 助 金 交 付 規 程 で 除 草 剤 は 対 象 外と 認 識 し て い ま し た が 、  ８ 月 に 交 付規 程 の 改 正 を 行 っ て い て 、  農 薬 登 録さ れ て い る 除 草 剤 に つ い て は 交 付 対 象と な っ て い ま す 。

資 材 、  人 件 費 等 の 高 騰 に よ り 園 芸施 設 の 整 備 費 用 が 高 騰 し て い る 。新 規 に 限 り 村 か ら 一 部 補 助 で きな い か 伺 う 。

何 十 年 前 の 申 し 合 わ せ 事 項 、  当 時は ３ 万 円 あ れ ば 何 と か 運 営 で き たで あ ろ う 。  こ の 何 十 年 で 物 価 は１  ・  ５ 倍 上 昇 し て い る 。  物 価 上 昇 分を 考 慮 し て 増 額 、  検 討 す べ き だ と思 い ま す が 。

村 長

 （ 長 浜
 善 巳 ）

　 村 の 財 政 状 況 、  ほ か の 農 業 支 援 制 度と の 整 合 性 や 公 平 性 の 確 保 も 必 要 とな る 。  慎 重 に 検 討 し た い と 考 え て い ま す 。

行 政 区 運 営 補 助 金 の 詳 細 に つ い て説 明 を お 願 い し ま す 。総 務 課 長

 （ 宮 平

 覚 ）

　 仲 泊 区 、  前 兼 久 区 、  冨 着 区 、  谷 茶 区 に対 し ３ 万 円 を 乗 じ て 得 た 金 額 を 均 等 割
２ ０％ 、  世 帯

割  

８ ０％ に 案 分 し た 合 計 額

か ら 、  現 在 交 付 さ れ て い る 分 収 金 等を
差 し 引 い た 額 を 交 付 す る 。

３ 万 円 と い う 根 拠 を 伺 う 。総 務 課 長

 （ 宮 平

 覚 ）

　 具 体 的 な 根 拠 に つ い て は 不 明 で す 。

村 長

 （ 長 浜

 善 巳 ）

　 行 政 運 営 上 の 格 差 に つ き ま し て は 、各 行 政 区 の 財 政 状 況 を 含 め 把 握 し てい ま せ ん 。

村 長

 （ 長 浜

 善 巳 ）

　 行 政 区 運 営 補 助 金 の 増 額 は 、  現 在 は考 え て い ま せ ん 。  軍 用 地 所 在 区 と の調 整 も 必 要 に な っ て く る と 考 え てい ま す 。

建 設 課 長

 （ 當 山

 国 博 ）

　 現 時 点 で の 見 直 し 予 定 は あ り ませ ん が 、  他 の 補 助 金 と の 関 連 も 考 慮 しな が ら 次 年 度 に 向 け て 検 討 し て い きま す 。

村 の 財 政 が こ

の

 

１ ０年 で 増 え て い

る
一 方 で 、

行 政 区

運 営 補 助 金 は

こ
の

 

３ ０年
変 わ ら な い 。  村 長 、  行 政

区 運 営 補 助 金 の 増 額 が で き な い か伺 う 。

総 務 課 長

 （ 宮 平

 覚 ）

　 軍 用 地 所 在 区 と の 調 整 が 必 要 にな っ て く る と 思 っ て い ま す 。

農 林 水 産 課 長

 （ 平 安 名

 盛 常 ）

　 経 営 管 理 の 研 修 、  先 進 農 家 で の 実 地研 修 、  営 農 相 談 な ど 様 々 な 支 援 を 行 っ てい て 、  さ ら に 将 来 の 独 立 に 向 け て 、  県 外の 方 も 関 係 な く 農 業 委 員 会 や 関 係機 関 と 連 携 を 図 り 、  研 修 期 間 中 に 農 地の あ っ せ ん や 補 助 事 業 導 入 に 向 け た支 援 を 行 っ て い ま す 。

前 年 度 ま で は 、  附 帯 設 備 の 電 照そ れ も 含 ま れ て い た 。  今 回 含 ま れ てい な い 電 照 の 部 分 は 何 と か 面 倒 を見 て い た だ き た い 。

増 す ご と に 金 額 的 な 差 が 生 じ 同 じ村 民 で あ り な が ら 、  同 じ 恩 恵 を受 け て い な い 。  地 域 間 格 差 を ど のよ う に 認 識 し て い ま す か 。
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Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 未 来 都 市 と し て実 施 す る 農 福 連 携 に つ い て

當 山  直 彦  議 員

救 急 医 療 情 報 キ ッ ト の 活 用促 進 に つ い て

分 野 横 断 型 の 就 労 的 活 動支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の配 置 に つ い て

救 急 医 療 情 報 キ ッ ト 未 申 請 の 方へ の 声 か け や 申 請 支 援 体 制 を 伺 う 。救 急 医 療 情 報 キ ッ ト の 情 報 更 新の 支 援 体 制 を 伺 う 。 福 祉 課 長

 （ 石 川

 司 ）

　 未 申 請 の 方 へ の 対 応 と し て 関 係 事業 所 等 へ 周 知 を 行 い 、  必 要 な 方 へ の 声か け を 依 頼 。  申 請 支 援 が 必 要 な 方 に 対し て は 、  関 係 者 の 代 理 申 請 や 地 域 包 括支 援 セ ン タ ー 職 員 で 自 宅 訪 問 す る など 体 制 を 整 え て い る 。

農 福 連 携 と し て 取 り 組 む ベ チ パ ーの 商 品 化 に 対 す る 当 局 の 支 援 体 制を 伺 う 。農 林 水 産 課 長

 （ 平 安 名

 盛 常 ）

　 ブ レ ス レ ッ ト 、  コ ー ス タ ー 、  し め 縄な ど の 商 品 に 加 工 し て 、  お ん な の 駅 や観 光 協 会 と 連 携 し 販 路 拡 大 に 取 り 組 んで い る 。  商 品 化 作 業 に お い て は 福 祉施 設 と の 連 携 を 検 討 し ま す 。

中 高 生 が 社 会 活 動  ・  ボ ラ ン テ ィ ア活 動 と し て 農 福 連 携 に 関 わ る こ とに つ い て 当 局 の 見 解 を 伺 う 。社 会 教 育 課 長

 （ 仲 村

 泰 弘 ）

　 中 高 生 と 農 業 、  福 祉 を 繋 げ る こ と で 、本 村 が 目 指 す Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 未 来 都 市 に向 け た 持 続 可 能 な 地 域 づ く り と 若

い

世 代 の 社 会 教 育 が 実 現 で き る と 考 え る 。

高 齢 者 、  障 が い 者 、  若 年 層 な ど 多 様な 住 民 が 社 会 参 加 で き る 場 を創 出 、  調 整 す る た め 、  分 野 横 断 型 の就 労 的 活 動 支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ーの 配 置 が 必 要 だ と 考 え る が 当 局 の見 解 を 伺 う 。福 祉 課 長

 （ 石 川

 司 ）

　 現 在 、  福 祉 課 に お い て

就 労 的 活 動 支

援
コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 配 置 は 考 え て

い ま せ ん が 、  今 後 必 要 に 応 じ て 協 議 、調 整 で き れ ば と 考 え る 。

地 域 の 事 業 者 や 関 係 機 関 と の 連 携体 制 を ど の よ う に 構 築 し て い く のか 伺 う 。福 祉 課 長

 （ 石 川

 司 ）

　 今 後 県 内 外 の 就 労 的 活 動 支 援 コ ーデ ィ ネ ー タ ー 配 置 事 業 の 取 り 組 み 状況 を 確 認 し 、  村 の 現 状 に 合 っ た 事 業展 開 が 実 施 で き る の か 協 議 、  調 整 を行 う 。

就 労 的 活 動 支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ーの 役 割 と 意 義 を 伺 う 。

福 祉 課 長

 （ 石 川

 司 ）

　 就 労 的 活 動 を 希 望 す る 個 人 と 活 動 の場 を 提 供 す る 企 業 や 団 体 を マ ッ チ ン グす る 役 割 を 担 っ て い る 。  ま た 高 齢 者 や障 が い 者 が 地 域 で 活 躍 で き る こ と を支 援 し 、  生 活 の 質 を 向 上 さ せ る 重 要な 役 割 を 果 た す こ と に 意 義 が あ る と考 え る 。

雇 用 創 出 や 耕 作 放 棄 地 の 活 用 、ま た 高 齢 者  ・  障 が い 者 の 社 会 参 加促 進 を 図 る こ と を 目 的 と す る 島野 菜 の 活 用 や 販 路 拡 大 に 対 す る当 局 の 見 解 を 伺 う 。農 林 水 産 課 長

 （ 平 安 名

 盛 常 ）

　 現 在 、  お ん な の 駅 が 村 の 特 産 品 開 発事 業 を 活 用 し て 開 発 し た 島 野 菜 茶 漬け に は 長 命 草 、  ニ ガ ナ 、  島 ニ ン ジ ン が使 用 さ れ 安 定 的 な 需 要 が 見 込 ま れ る 。ま た 他 の 島 野 菜 に 関 し て も お ん な の駅 を 経 由 し た 村 内 事 業 所 へ の 流 通  ・販 売 体 制 も 強 化 さ れ て お り 、  農 業 者自 身 が 計 画 的 栽 培 を 行 う こ と で 有 利 な販 売 展 開 が 可 能 に な る と 考 え る 。  ま た福 祉 施 設 が 農 地 を 借 り 受 け る 場 合 は積 極 的 な 支 援 を 行 う 。

福 祉 課 長

 （ 石 川

 司 ）

　 基 本 的 に は 利 用 者 本 人 が 情 報 を更 新 。  し か し 申 請 に 関 わ っ た ご 家 族 や関 係 者 へ の 支 援 も 必 要 に な る と 思 われ る の で 定 期 的 な 確 認 の 促 し を 当 局が 行 う こ と を 検 討 し ま す 。

▶ 島 野 菜 販 売 風 景

 

　 お ん な の 駅

▶ ベ チ パ ー 作 品 販 売 　　 お ん な の 駅
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